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社団法人 大阪府臨床検査技師会
通常総会（予算総会）議案書

総　　括

社団法人大阪府臨床検査技師会（以下本会）の事業は、医療環境の変化を的確に捉え、多くの会員の英知を結集し

て展開しなければならないと考えております。なかでも、これからは臨床検査情報を提供する医療の担い手（臨床

検査技師・衛生検査技師）として、医療を受ける者（患者様・大阪府民）への適切な説明とその理解を得るよう努め

ることが求められると思われます。

そこで、平成17年度は、特に、下記の事項を各部局間連携して事業を行い、本会組織の協調と強化に努めて参り

たい所存です。

１．医療現場で活躍し得る臨床検査技師の育成強化
２．学術研究活動の奨励
３．検査室運営における情報の提供
４．府民への臨床検査の啓発活動の推進
５．法人設立20周年記念式典の開催

多くの会員の皆様にご参集頂き、充分なる審議をお願い申し上げます。

Ⅰ．基本計画
１．地域医療推進と臨床検査の普及啓発に関する事業
１）大阪府民の健康増進と福祉の向上を目指し、関
係団体と協力して地域医療を推進する。
（1）社団法人日本臨床衛生検査技師会及び近畿

臨床衛生検査技師会の事業に協力する。
（2）大阪府地域医療推進協議会の事業に協力す

る。
（3）地域公共団体が行う地域保健事業に協力す

る。
２）臨床診断と予防検診に重要な役割を果たしてい
る臨床検査の意義と正しい知識の普及をはか
る。

２．組織の強化拡大および会員権利の確立
３．臨床検査技師、衛生検査技師の倫理の高揚および質
の向上に関する事業
１）講演会、セミナー、研修会等の開催
２）生涯教育講座の開催

Ⅱ．事務局
１．事務体制の確立と強化
２．庶務、広報活動の強化と充実
３．関連団体との交流と協力について各部と連携して対応
４．月刊行事予定表の発行
５．会報の発行
６．大臨技ニュースの発行

７．大臨技ホームページによる情報の提供
８．会員および関連団体との交流強化
９．献血推進に関する協力
10．障害者への理解と協力

Ⅲ．事業局
事業の企画推進にあたっては、各部一体となって

対応することで、学術・組織活動の強化拡大と充実
をはかり、より多くの事業により多くの会員が参加
できる体制の確立をめざす。

１．学術
１）新体制の定着と発展
２）部門別研修会、講習会の開催
３）部門間交流、他団体との学術交流活動への対応
４）生涯教育事業の推進
５）会計体制の強化

２．情報組織
１）医療の質評価（第３者評価）についての情報提供
２）大臨技フォ－ラム開催による幅広い情報の提供
３）原価管理講習会を開催してコスト意識向上への
情報提供

３．地区事業
１）地域の会員相互の交流強化
２）学術集会および自由集会の開催
３）地域医療活動に関する協力
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